
　
先
般
9
月
定
例
市
議
会
に
お
き
ま
し

て
、
議
長
、
副
議
長
に
選
任
い
た
だ
き
誠
に

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
決
意
を
新
た
に
こ

の
職
責
を
全
う
す
る
所
存
で
す
。

　
昭
和
49
年
に
制
定
さ
れ
た
市
民
憲
章
に
あ

り
ま
す
「
古
い
伝
統
と
美
し
い
自
然
に
恵
ま

れ
た
郷
土
に
誇
り
と
自
覚
を
も
ち
、
豊
か
で

住
み
よ
い
理
想
の
ま
ち
を
き
ず
く
」
先
人
の

思
い
・
願
い
を
原
点
と
し
て
、
市
民
に
分
か

り
や
す
い
、
市
民
の
意
思
を
反
映
さ
せ
た
、

よ
り
信
頼
い
た
だ
く
議
会
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
第
1
回
の
議
会
報
告
会
で
は
、
若
年
層
の

参
加
者
は
少
な
く
、
こ
う
し
た
世
代
の
政
治

参
加
、
議
会
へ
の
関
心
を
促
す
仕
組
み
づ
く

り
が
、
大
竹
市
の
未
来
に
重
要
だ
と
考
え
ま

す
。
よ
り
一
層
議
員
が
一
体
と
な
り
議
会
改

革
を
さ
ら
に
推
し
進
め
て
、
幅
広
い
世
代

の
市
民
の
皆
様
の
「
意
思
」
と
、「
市
政
運

営
」
と
の
距
離
を
縮
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
財
政
面
に
お
い
て
は
、
市
税
収
入

の
伸
び
悩
み
、
扶
助
費
・
施
設
の
維
持
管
理

費
の
増
加
な
ど
、
厳
し
い
状
況
化
の
中
で
、

市
民
の
皆
様
の
ご
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
最

少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
期
待
で
き
る
政

策
立
案
の
活
性
化
を
図
り
、
市
民
と
議
会
と

の
信
頼
関
係
の
構
築
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
一
層
の
ご
指
導
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
議
長
、
副
議

長
の
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新体制が決まりました
９月定例会で、正副議長・各常任委員会・各特別委員会等の改選が行われました。
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